
英国教会伝道協会とJ.R.ウオルフに関する初歩的考察

マーティン・ウォード

はじめに

中国におけるキリスト教史、そしてその一部分であるプロテスタント伝通

史については既に広く研究されてきた。その結果としてラトレットの『中国

におけるキリスト教伝道史』 1などが挙げられる。これらの研究を通じて、中

国におけるキリスト教伝道においては、カトリック以上にプロテスタントの

役割が大きなことが明らかにされてきた1807年から20世紀の半ばにかけ

て、数十のプロテスタント伝道会が中国に渡来し、その下で活動していた宣

教師数は6000人を超えるようになったのである。

とはいえ、これまでに著されてきた伝道会に関する事例研究は、伝道会の

数の多さに比べて極めて少ない。そして、数少ない有名な宣教師を除くと個

別の宣教師に関する研究も非常に少ない。こうした研究情況に対して、筆者

は中国のそれぞれの地域におけるプロテスタント教会の歴史的様子について、

個別の宣教師に即した事例研究を通し、もっと具体的に把握する必要がある

と考えている。

周知のように、当時の中国社会においてキリスト教は激しく否定されると

同時に、広く受容されていた。こうした情況の原因をより深く把握すること

が、西洋と近代中国の関係というテーマを理解するうえで不可欠だと考えて

いる。これまで様々な議論がなされてきたこのテーマを、さらに深く検討す

るためには、特定の伝道会や宣教師に関する事例研究を通し、通史に見える

総合的考察や結論を避け、具体的にどの伝道会や人物がどこでどのように中

国におけるプロテスタント伝道にかかわり、いかなる役割を果たしたのかを

明らかにしなければならない、と筆者は考えている。

こうした研究は、さらに現在の中国社会、または現在の中国におけるキリ
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スト教会に関する課塔、例えば外国人宣教師の渡来禁止、または中国政府に

よって認められている唯一の教会である三日教会などの由来に関する理解に

貢献すると思われる。

19世紀の半ばから中国に入り、もっとも広い範囲での伝道活動を行うよう

になった伝道会の一つが英国教会伝道協会(Church Missionary Society,以

下CMSとする)である。本伝道会はやがて香港や江蘇省、そして四川省な

どという広い範囲で活動するようになった。その中でCMSの福建伝道団が

もっともたくさんの改宗者を獲得した伝道団の一つとなり、その中ではジョ

ン・リチャード・ウオルフ(John Richard Wolfe, 1831-1915)という宣

教師がほぼ53年間福建省で活動していた。

ウオルフは1831年の始め頃に生まれた2。彼はCMSの本部により派遣さ

れ、 1862年4月に福建省に入り、既存のCMSによる福建省の活動に加わっ

た3。中国でウオルフはメアリ・マクルホ-ズ(Mary Maclehose, ?-1913)

というオーストラリア人の女性宣教師と結婚し、二人の娘が生まれた。そし

て1868年1月13日には息子が一人生まれたようである4。ウオルフは1887

年に福州の大執事に任命され5、 1912年にCMS全体の副会長となり6、 1915

年12月2日に福州で84歳で7死去した。

本研究の目的はウオルフの福建伝道を取り上げ、その初歩的考察をするこ

とである。そのためにこれまでに著されてきた中国におけるCMSの活動、

またはウオルフ自身をめぐる先行研究の成果と課題、そしてウオルフに関す

る事例研究のために用いる史料を検討する。そのうえで、 CMSによる福建

伝道の様子、それにウオルフ自身の活動と彼の中国観を考察する。

1. CMSとウオルフ

(1) CMSとその中国伝道をめぐる先行研究

CMSという伝道会は1799年に英国で設立され、それ以来200年以上に渡

り世界中にキリスト教の布教活動を続けてきた100年以上前にはユージ

ン・ストック(Eugene Stock, 1836-1928)がCMSの最初の100年間を

描く通史8を書き、それ以来、少なからぬ研究が公にされてきたので、近年の

成果を年代順にみていきたい。
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まずはカールソンの『福州の宣教師、 1847年-1880年』 9という書物をあ

げることができる。本書は福建省におけるCMSとAmerican Board of

Commissioners for Foreign Mbsions lBCFM)とMethodist Episcopal

Mission, North (MEFB)の三つの伝道会の活動を比較している。しかし、

その三つの伝道会に関する総合的研究であると主張しながら、 CMSの宣教

師であったウオルフに対する大きな関心を示している。このため、本書につ

いてウオルフをめぐる研究として考察する。

近年におけるCMS自体に関する研究の代表としてヒュイットの『成功が

もたらす間塔: 1910年から1942年までの英国教会伝道協会史;二、アジア』

10があげられる。そのVol.111はアフリカと中東と英国について書かれている.

Vol.2において中国が取り上げられ、 CMSが当時活動していた主な地域と活

動を紹介している。その中でCMSの福建伝道団が取り上げられ、ウオルフ

についても短く述べられている。ウオルフが福建伝道団の成功に貢献したと

みなされ、そして少しも批判されていない12。しかし、本書は英国教会の司

祭によって書かれており、自己肯定的で楽観的な書物であり、ウオルフにつ

いても研究対象時期から外されているため詳しくは書かれていない。

cMSに関し、ウォード13とスタンリーの研究もあげることができる。 『英

国教会伝道協会と世界中のキリスト教; 1799年から1999年まで』 14という

論文集はユージン・ストックに関する研究、または中東、アフリカ、インド、

ニュージーランド、そして英国におけるCMSの活動、そして女性宣敏師の

果たした役割などに関する研究成果を挙げている。本書は、長い期間におい

て世界の多くの地域でそれぞれの時代によって、様々な問題を抱えてきた近

年におけるCMS活動に関する研究の第一一歩ではあると思うが、本書は19

世紀の後半と20世紀の前半においてCMSが活動していた重要地域の一つで

あった中国における活動について一切述べていない。

次にダンチによって『福州のプロテスタント教徒と近代中国の創立; 1857

年から1927年まで』 15という書物が書かれた。本書はその塔目通りに宣教師

よりは中国人改宗者に関する研究ではあるが、当時福建省で活動していたす

でに述べた三つの伝道会の政策などについても述べている。三つの伝道会の

うち1880年までにもっとも拡大していたのはCMSであったことも述べら
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れている。また、ダンチもこれをウオルフの活動のためであったとみなして

いるので、これについてもまた次節で考察することにする。

ウニルチュの「ネリ、トプシとアニ: 1895年8月1日、中国福建省にお

けるオーストラリア人のアングリカン殉教者」lGは1895年に福建省で殺され

たCMSのオーストラリア人女性宣教師を散り上げている。本論文が特定の

CMS宣教師を取り上げているのは、こうした方法の有効性を暗示している

と思うが、そこであげられている宣教師は中国で数年しか活動しておらず、

中国における彼女たちの生涯と活動のためよりは、オーストラリア人にとっ

ての彼女たちの死の意味を問うために研究対象となったと言ってよいであろ

う。

以上の先行研究は、 200年間のCMSの活動に対する研究がなされている

という点で、重要であるが、いまだその研究は初歩の段階にとどまっている

と言えるだろう。

(2)ウオルフをめぐる先行研究

次にウオルフ自身をめぐる先行研究の成果と課題を考察していきたい。こ

れまでCMSに関する先行研究の成果について述べたように、ウオルフはテ

ーラー(Hudson Taylor, 1832-1905)やモリソン(RobertMorrison, 1782

-1834)、ギュツラフ(KarlGtltzlaff, 1803-1844)たちほど有名ではない

が、全く知られていない宣教師ではない。最近30年ぐらいの先行研究にお

いてウオルフについては何回か述べられてきた。

近30年においてウオルフのことについて初めて述べたのは上述のカール

ソンの『福州の宣教師1847年-1880年』という書物である。以上述べたよ

うにカールソンは福建省におけるCMSとABCFMとMEFBの三つの伝道

会の活動を比較しており、福州でのプロテスタント伝道史におけるもっとも

重要な宣教師の一人であったのはウオルフであると述べている17。カールソ

ンによってウオルフの行った大規模な活動が重視され、ウオルフの態度と行

動が何度も批判され、彼がアメリカの二つの伝道会よりも多く迫害等の事件

において領事の干渉を求めたであろうということも指摘されている180　そし

て、カールソンは1878年に起こった大きな教案であった烏石山教案を取り
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上げ、そこにおけるウオルフの役割を詳しく描き、最後にウオルフについて

1ページほどにわたって批判し、中国人と宣教師の関係をもっとも破壊した

この宣教師は、実はキリスト教への改宗者の獲得でもっとも成功した人であ

ったと書いた。しかしウオルフの成功によって引き起こされた間接が、その

成功の価値を消滅させたと、最終的にウオルフを否定的に評価している19。

三つの伝道会を総合的に取り上げたと主張するカールソンはウオルフに対す

る明確な執着を示している。これはまさにウオルフ自身に関する事例研究が

必要であることを示していると思わされる。

次にダンチの『福州のプロテスタント教徒と近代中国の創立; 1857年から

1927年まで』 20という書物はウオルフが福建省におけるCMSの活動に著し

く影響を及ぼしたことや、教会の伝道活軸を妨げる教育活動を避けるべきで

あると言ったことなどについて述べている。ダンチはウオルフの性格が横柄

であると暗示してはいるが、カールソンと違い、それほど強くウオルフを批

判していない。ダンチは福建省におけるCMSの拡大は基本的にウオルフの

おかげであるとも主張している21。

中国語の先行研究として陳名実の「福・州烏石山教案始末」 22があげられる。

本論文はカールソンが詳しく述べている、 1878年に福fflで起こった教案につ

いて述べ、そこにおける「胡約翰」 (ウオルフの漠文名)の行動と態度につい

て述べ、その「痛狂」 23な意見、またはわがままで不和、そして中国側と衝

突しやすい態度により本教案が悪化していったと述べている。

以上の研究以外に、近年はウオルフを取り上げる研究は見当たらないよう

である。以上の分析により、ウオルフが桁建省のプロテスタント伝道史にお

いて重要な役割を果たし、そして英国領事の干渉を求めて、中国側と衝突し、

大きな混乱を引き起こした人物であったのに、ウオルフ自身の活動とその展

開を取り上げる研究がないことが分かる。

(3)使用する史料について

19世紀の後半と20世紀初頭のころ、すなわち今から90年ぐらい前に、

中国福建省で伝道活動を行っていたウオルフに関する事例研究を行うために、

当然ながら信頼できる有意義な一次史料が不可欠である。幸いなことにCMS
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の設立から本伝道会に関する記録、手紙、委員会の記録などが大切に保存さ

れてきた。ある程度の史科はCMS本部の図書室に保存されているが、主な

史料は英国バーミングハム大学の図書館に納められている。オックスフォー

ド大学にもCMSの史料が納められている。また、　　年にアダム・マシュ

ー出版社はCMS史科の大半をマイクロフィルム化した24。この中にアフリ

カ、インド、北米、または日本や中国などの貴重な史料が含まれている。東

アジアにおけるCMSの史料が100リール以上に納められている。その中に

宣教師の手紙、本部委員会の記録などが含まれており、福建伝道団に関する

史料、特にウオルフの手紙が納められている。ウオルフは長くて詳しい手紙

を度々書いていたため、これらを中心にし、 140年後の現在でもウオルフの

中国に対する印象、そしてその伝道対策に関する思想、その行動の動機、そ

れからその活動の幅について詳しく調べること、そしてウオルフに関する事

例研究を行うことが可能である。加えて、ウオルフと一緒に伝道活動を行っ

ていたクリブ　　　　　　　　　　やマフード

など宣教師の手紙も残っており、彼らの目から見たウオルフ像を描くことも

可能であると思われる。

これに加え、 CMSが当時出版していた『英国教会の宣教情報雑誌』とい

う雑誌も残っており、これもマイクロフィルム化された25。この中にはウオ

ルフや他の宣教師が書いた手紙や報告、中国伝道に関する考察の記事、それ

に伝道成果に関する統計なども含まれている。そして、当時出版されていた

『中国における活動記録と宣教雑誌』 26もマイクロフィルム化され、残って

いる。この中にそれぞれの伝道会の活動に関する記事、宣教師の死去やその

子供の出産、伝道会により伝道対象として目指されていた地域、地名などと

いうたくさんの情報が入っている。

以上の史料に加え、特にウオルフに関する事例研究に役立っ史料がロンド

ンにある英国国立文書館27に納められている。特に度々迫害に際し領事の干

渉を求めたウオルフと関わった英国のシンクレア領事の手紙などの記録が残

っている。

以上のこの四つの貴重な史料を中心に、ウオルフに関する事例研究が21

世紀の今でも可能であることが明確であると思われる。この貴重な史料を冴
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究し、理解し、そして生かすことによって、これまでの本研究分野の不足し

ている部分を満たすことができるのではないかと思われる.

の中国伝道とウオルフ

による福建伝道

ここでCMSという英国教会がどのような過程で東洋の中国、そして福建

省に入るに至ったのかを簡単に紹介したい。その上でウオルフの渡来と中国

観を分析していきたいと思う。

前述のとおり、 CMSという伝道会は英国教会が　　年に設立したのであ

るが、 CMSにおいて中国伝道を始めるという発想が初めて表れたのは

年である28。しかし、当時、中国に入るのが不可能であると認識されていた

ため、その意図が実現されなかったのである　　　年にロンドン伝道会のモ

リソンが英国にいたころ、 CMS委員会と相談が持たれたが、それでも中国

伝道への進路が見えず、 CMSの中国伝道の開始はさらに遅れることとなっ

た　　　年にはCMSのスクワイヤ　　　　　　　　　　当時のインド海

軍員29)が、偵察のため、シンガポールと襖門でしばらくの間滞在したが、

その二年後英国に帰った。

しかし、　　年に南京条約締結直後、中国伝道のためとして、匿名の人

から巨額の寄付金(当時の　　ポンド)が与えられたため、当年度で2人

の宣教師が中国に派遣された。　　年から　　年にかけ、オックスフォー

ド大学のジョージ・スミス　　　　　　　　　　　　とダブリン大学のトマ

ス・ムクラッチ　　　　　　　　　　　　　　　　　という二人の宣教師が

予備調査を行うため、中国-と派遣された31。そこで南京条約の規定により

開港されていた福州を含め、一つ一つの条約港や香港島と舟山島を訪れ、そ

こに宣教師を派遣すれば得られるであろう成果を検討した。スミスはCMS

が上海と寧波でステーション(すなわち、基本的に宣教師の定住しない、伝

道所となるビル、または施設)を設立してから次に福州でステーションを設

立すべきであると提案した32。スミスは病により　　　年に帰国したが、ムク

ラッチは上海に住み着き、 CMSの北中国伝道団の事務局長として9年間伝

道活動を行なってから帰国した33。
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それからCMSは　　年にラッセル

、斬江省に)、ファーマ-　　　　　　　　　　　、コプルド

が中国に派遣され、　　年にホプソン

が派遣され、同年にゴフ　　　　　　　　　　　斬江省

に)、ウェルトン　　　　　　　　　　　、ジャクソン

～?)、モンクリーフ　　　　　　　　　　　　　が香港におけるCMSの

ビクトリア監督者となったスミスと一緒に派遣される34。コプルドとラッセ

ルは　　年寧波に入り、伝道活動を始めた35。

年からウェルトンとジャクソンが福州に入り、布教や医療活動を始

めた　　　年にラセルが北中国の監督者に任命され、　　年に上海と漸江

省から成り立っ中国中部伝道団が設立された。そして、　　年に中国中部伝

道団がさらに三つの地域に分けられた。これは香港と広東省と福建省から成

り立つ南中国伝道団、そして中国中部伝道団と西中国伝道団(四川省)とい

う三つの伝道団に分けられた　　　年にCMSの福建省における活動が南中

国伝道団から独立し、福建伝道団と名付けられた。

独立した福建伝道団の設立自体は、福建省がCMSにとってどんなに重要

な地域になっていたのかということを明らかにすると思われるが、20世紀に

福建伝道団で見られるようになった成果、すなわち改宗者の急増、または福

建協和大学の共同管理等は、 CMSの福建省における伝道の初期から見られ

たわけではない。

実際には、　　年まで一人の改宗者も獲得されなかったため、 CMSとし

て福建省から完全に撤退し、寧波に集中しようという声も出るようになった。

しかし、　　年に福州に派遣されたスミス　　　　　　　　　　　　　上

述のスミスと別人)はCMSが福建省から後退すべきではないと言い張った36。

その後、　年に、スミスはキリスト教に関心を持つ三人の求道者に出会い、

彼らを改宗に導き、 CMSの活動により獲得された信者の数がそこから増え

るようになった。

年に出版された『中国伝道手引書』 37は当時のCMSとその他の伝道

会の活動に関する統計をあげている。当時のCMSの斬江伝道団と福建伝道

団の統計を比較してみると、表1の通りになる。
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表　　　　年におけるCMSの福建伝道団と斬江伝道団による活動の成果の

規模

伝道団 信者数
年の大

人受洗者数

年の子

供受洗者数
求道者38

年の

中国人信者

献金総額

福建 1,92 4 3 0 7 14 1 5 ,3 08 $ 3 0 95 .9

斬江 790 14 6 9 2 2 3 6 $ 5 5 0.37

注:乃eCh

以上の統計から分かるのはCMSの中国伝道において、 CMSにおいて有名

となった福建伝道団による活動の成果が新江伝道団のそれよりも大規模なも

のであったということである。他にCMS福建伝道団による活動の規模を明

らかにする統計も残っているが39、表1は福建伝道団の活動による成果は規

模が比較的に大きかったということを明らかにしている。

さらに　　年代の統計によると、福建伝道団による活動の規模は表2の

通りである。これは福建での活動が順調に発展したことを示していると思わ

れ、その基礎を作ったのがウオルフであったといえよう。この表で見えるよ

うにCMSによる中国伝道の成果は1920年代までに福建省がその半分ぐら

いを占めていていた。

裏　　　　年当時のCMSによる中国伝道における福建伝道団の規模

ステーション数 教会数

福建省 25 22 1

中国全土 58 42 1

宣教区数 キリスト教徒数

342 人

535 人

注:中華続行委弁会調査特委員編『中華帰主』　　年、第3編33ページお

よび第6編9ページ。

(2)ウオルフの中国渡来

以上述べたようにCMSが福建省から撤退しそうな時期に、ウオルフが中
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国に渡来した。福建省におけるCMS伝道活動は　　年に始まったもので

あるが、 『福建省でキリストのために』 40という書物は　　年に書かれ、福

建省におけるCMS伝道活動の最初の53年間ほどを描いている貴重な資料で

ある。そこにCMS本部から福建省に派遣された宣教師名が記されている。

年から　　年まで福建省で活動した宣教師は表3の通りである。表3

から分かるのは　　年から　　年までの間、 8人の宣教師がCMS本部か

ら福建省に派遣されたが、そのうちの6人が短期間で帰国、または死去した。

この時期に渡来した宣教師の中で一番長く滞在したのはウオルフである。

ウオルフは現在のアイルランド共和国コーク郡スキバリーンの出身で、

年にCMSが宣教師訓練のために　　年1月31日に設立した41イズリ

ントンカレージに入学し、学長のチャイルド(C.　　　　　　　　　の下

で学んだ42。ウオルフはその後福建省に派遣されたが、ウオルフの死亡記事

にCMS福建伝道団とウオルフ大執事の歴史がほぼ同じであると記されてい

る43。これはまさに福建伝道団においてウオルフがどれほど重要な人物とな

っていったかを表していると思われる。

訓練を受けた後ウオルフは　　年12月に英国から中国-出発した。 『福

建省でキリストのために』によると、福州に到着したのは　　年の夏であ

る44。

ヨーロッパで生まれ育ったウオルフが中国に渡来し、どのように中国文化

と対面し、そして適応したかを、ウオルフが残した詳細な手紙を史料として

みていきたいと思う。

表3 :　　　　年まで福建省に派遣されたCMS宣教師の一覧表

宣教師名
福建省

渡来牛
滞在期間 死亡年または場所

ウェル トン 午 6 年間 年、英国で

ジャクソン 午 2 年間 年に上海へ)

ムコー 午 2 年間 年、福州で

ファーンリ 午 4年間 年退職 ?
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スミス 午 5 年間 年、福 で

ウオルフ 午 53 年間 年、福州で

クリプ 午 7 年間 年帰国

マフー ド 午 6 年間
年、痛気のため英国行

き船で

合計 : 8 名

注　　　払　　　　　　　　　　　　93.

ジョン・リチャード・ウオルフ

注　　(乃　　血

(3)ウオルフの中国観

ウオルフが福州に到着した当時、 CMSの宣教師は上述のスミスがすでに

活動していた。スミスはその翌年の　　牢10月に死去したが、それまでは

ウオルフと二人でCMSの布教活動を行った。クリブの　　年の渡来まで

は、ウオルフは数ヶ月間福建省で唯一の(コMSの宣教師であった。

産業革命、そしていわゆる西洋における「キリスト教的覚醒」

、すなわちキリスト教の原点である恵みによる救いという信仰や万国

伝道という目標の復興運動)を経た英国から、衰退しつつあった清末の中国

に入り、そしてしばらくの間福建省でCMSの唯一の宣教師であったウオル

フは、どのような文化的ショックを体験したのであろうか。中国文化との対

面がウオルフの後の行動に影響を与えるようになったと思われるが、ウオル

聖-



フの中国滞在初期における同国文化-の態度はどうであったのであろうれ

実はウオルフは中国に入った当初は、それほどスムーズに中国の現状に慣

れることができなかった。これは多くの宣教師と共通している点であろうが、

ウオルフ自身の文化的ショックを理解することが、その後の彼の行動を把握

するためには非常に重要であると思われる。

ウオルフの手紙によると福州に関する彼の最初のイメージは汚くてひど

いところというものであった45。後にウオルフが伝道旅行に出かけると、訪

れたところの卑狭さを度々手紙で強調するようになった。数年間たってもウ

オルフがまだこのことを強調していたのは彼がすぐには当時の中国の現状に

慣れることができなかったことを示していると言えるであろう46。

そして、中国人に対するウオルフの見方は二つの側面があったようである。

一方ではウオルフは中国人が非常に不正直であると思っていたようであるが、

もう一方ではキリスト教信仰を捨てるよりは自分の命を捨てる方がましであ

ると考えた中国人信者を褒めた47。ダンチによると、ウオルフはその他の数

人の宣教師と違い実に中国人を好んだと書いているが48、ウオルフの手紙の

中に見える一般の中国人に対する低い評価を考えると、ダンチの評価が不適

切であると思われる。ウオルフがすべての中国人を嫌ったとは決して言えな

いが、総じて言えば彼は優越感を持ち、中国を蔑んでいたとは確かに言える

ことではないかと思う。

たとえば　　年に伝道旅行に出かけると、一ケ月間中国人のように生活

しなければならなかったと述べているウオルフは、普段福州で中国人らしい

生活ではなくむしろ英国人らしい生活(習慣や服装等の面)を送っていたこ

とを示唆している49Q　そして伝道旅行でも食事の時にナイフとフォークを使

ったことが記録されている50。これらの事実を勘案すると、ウオルフはテー

ラーほど中国文化を身に着けようとしなかったようである51。ある伝道旅行

の時にウオルフが船上で不注意な発言をし、中国人を侮辱したという事件の

記録も残っている52。この事件の他にウオルフが意識していなかったとして

も、文化的に礼を失った行為に起因する事件もあった可能性がある。すなわ

ち、上述の事件にウオルフは気づかされ、そして手紙に書いたが、多くの人

と衝突するようになったと言われてきたウオルフが気づいていない、または
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気づいても本部に知らせたくなか.った事件があった可能性も高いのではない

かと思われる。これらのことは後に起ころうとしていた中国人官吏などとの

摩擦の背景にある一つの原因ではないかと思われる。

しかしながら、ウオルフが全く中国文化に慣れなかった、または自分を

中国文化に適応させようともしなかったとは決して言えない。伝道旅行にお

いて1人乗り箱型いすかごをいつもは使用しなかったこと53、またはその旅

行に出かけるときに中国式の服装を着ける習慣があった54ことも記録されて

いる。

だが、食べ物や服装などに関する習慣の他に、ウオルフが中国を暗い目で

見ていたことを証明する言葉がその手紙の中に残っている。例えば、ア-ン

問臭副こ関しウオルフは次のように述べている.

すなわち、イエスの教義が与えられているが、あなた方【中国人〕

は「私たちはイエスを要らない」と言う。あなた方はイエスを呪っ

ている。イエスを憎んでいる。イエスを嫌っている。ア-ンを好み

ながら確かに有罪である私の同国民を悪く言うが、実はこの間題に

おいては中国人が一番悪い弱。 【かぎ括弧と傍線は筆者〕

この他にも、ウオルフの手紙において西洋人として中国に対するその優越感

を明らかにする言葉がたくさん残っている。このようにしばらく徐々に高ぶ

っていったとも言える態度を持つウオルフが、その自己のプライドを持って

いた中国の郷紳層と対面したときに、摩擦が起こったことは当然なことであ

ると思わされる。

おわりに

本稿ではまずCMSとウオルフに関する先行研究の成果と課頓を明らかに

した。中国におけるCMSの活動を述べてきた先行研究は少ないながら、そ

こにウオルフの活動と役割が述べられており、中国におけるCMSの活動に

関するさらなる研究と、ウオルフに関する伝記的研究の必要性が示唆されて

いた。
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ついで福建省におけるウオルフの活動などに関する事例研究のために必

要な一次史料を考察した。これらの史料を駆使することで、中国で53年間

活動し、中国におけるプロテスタント伝道史に非常に大きな役割を果たした

ウオルフの貢献や弱点が具体的に見えてくると思う。

本稿ではごく簡単ではあるが、中国におけるCMSの活動を検討し、その

最大の拠点であった福建伝道会の発展は、ウオルフの功績であること、また

ウオルフは他の中国文化を理解しようとした宣教師たちと比較すると、中国

に対する侮蔑の意識が強かったこと等を明らかにした。

今後は当時の中国社会におけるキリスト教の否定と受容の原因を、ウオル

フの実際の伝道活動の分析を通じて、より深く検討していく必要があろう。
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